
＃２６８「物を超えた存在 」 

 

こんにちは。塾長の大井です。 

８期生受験戦記第２１回です。 

 

メダル授与式当日、Ｓさん、 R さん、Ｋさんの順にメダルを贈っていっ

たのですが、私がＳさんをキャプテンに任命した時、田宮は驚いたそう

です。式の前にも「大井先生、今年は誰をキャプテンにするか注目して

るよ。」と言っていたので、これで決まりだと感じていたようです。でも

私はもう 1 人キャプテンにふさわしい生徒がいると感じていました。そ

れは苦しい成績ながら、それでも雙葉をあきらめず努力をやめなかった

Ｋさんでした。 

 

『私の心の支えの 1 つとなったのは、受験本番直前に行われたメダル授

与式で授与された合格メダルだ。そのメダルには、自分や合格への先生

たちの強く熱い想いが書かれていて、自信がなくなったり、自分が逃げ

ようとしてしまったりしたときには必ずそのメッセージを見ることにし

ていた。大井先生が「日本一の TOP キャプテンが受からないはずがな



い。」という確信に近い言葉を自分に対して送ってくれたことがとても心

のよりどころになったし、キャプテンという役どころがこんな自分じゃ

だめだという諦めない原動力になった。私は合格メダルを見ると、先生

のこの想いを越えなければという思いや、絶対に雙葉に合格するという

思いが心の底からわいてきて、心を奮い立たすことができた。 

メダルは、重みを感じない人にとってはただの物だと思う。しかし、私

はこのメダルに重みを持たせることができたから、メダルを見ることで

心を奮い立たせることができたのだと思う。重みを持たせるということ

は、ただの物ではなく、なくてはならないものにするということだが、

私がこれをすることができたのには大きく理由が 2 つあると思う。1 つ

目は自分には努力の歴史があったからだ。(中略) 2 つ目の理由は、先生

だけでなく、自分も雙葉に行きたい、という思いがどんどん強くなって

いったからだと思う。合格は、先生×生徒の思いで決まるというのは 11

の心がまえ(6T の初回授業で伝えるものです)にもある。このときの先生

の思いと自分の思いがほぼ同じで、どちらも合格を見ていたから、メダ

ルにその想いが全てつまって、重く価値あるメダルにすることができた。』 

 

表現は三者三様ですが、皆がどれだけの想いで合格メダルを受け止め、



何度も何度も握ったかは深く伝わってきました。彼女たちは、それを合

格の原動力とし、文字通りの合格メダルへと昇華させていきました。 

それは物でありながら、物を超えた存在だったのかもしれません。 

 

（第２２回につづく） 

 

２０２３年１２月２０日 

大井 雄之 


